
カリキュラムデザイン論
新しい歴史学習理論としての
「理論批判学習」
方法と授業構成原理
論文：高校歴史単元開発の方法

－理論の選択と組織を中心に－ 原田智仁

３班



１、問題の所在
歴史の授業は教師の意図の有無にかかわらず
何らかの歴史の見方（＝理論）を教えている

教師は自ら選択した理論を明示し、その
妥当性を生徒自身に批判的に吟味・検証
させる過程として授業を組織しなければ
ならない

一つの説明仮定



※プレゼンにあたって
・例として「Ｂインド世界の形成と展開」

～カースト制度理論～
（筆者が以前開発した教授計画書

→プレゼン内に画像を引用）
・ｐ５４Ｌ１２
「問題を一つ一つ明らかにし」
→論文の構成が一問一答式
以下ＭＱ，ＳＱ構成で解説していく



ＭＱ：「理論批判学習」の方法・授業構成原理
ＳＱ１：主題設定の根拠は？
ＳＱ２：歴史の理論とはどんなものか？
ＳＱ３：主題に対する理論を

どのように選択していくか？
＝カースト制度を選択した根拠は？

ＳＱ４：理論の教育的加工の方法とは？

プレゼンにおける構成



ＳＱ１：主題設定の根拠は？

・文明史的な枠組み（主に前近代世界史）
•Ex)古代文明、イスラム文明 →縦のまとまり

・同時代的な枠組み（主に近現代世界史）

•Ex)大航海時代、市民革命 →横のまとまり

世界史構成の基本的枠組みを考えると・・・
（筆者の挙げる主題設定の根拠）



世界史の理論選択の根拠は

•①諸文明・諸地域世界

主に前近代世界史

•②国際関係ないしは世界システム

主に近現代世界史

世界史構成の枠組みに根拠を求めた主題設定



ＳＱ２：歴史の理論とは
どのようなものか？

モラルエコノミー

イギリスの
産業革命

限定的

限定的

普遍的

普遍的中範囲理論
空間的

時間的

適用範囲、抽象度がともに中程度
理論批判学習に必要不可欠
な理論概念

普遍理論

個別理論



【理論の集合】

適切な
理論

例）カースト制度

前近代史

近現代史

ＳＱ３：カースト制度を「インド社会の形成と
展開」に対する理論として選択した根拠は？



①主題としてのインド史の意義：世界史像の形成
→インド世界史ないし、インド文明を

合理的に説明できること

②開かれた歴史認識の形成を意図する世界史教育
→インド史学習によって

日本社会を相対的にわかる

条
件

①当該地域世界の歴史的特質を
最も合理的に説明する理論

②当該地域世界の現代の
社会構造を説明する理論



＋α 理論と生徒をつなぐ条件

③生徒の日常生活ないし問題意識と
どこかで接点を見出しうる理論

Ex)カースト制度と日本における
身分制度（＝士農工商等）



「教育内容としての歴史理論は基本的に
構造史の理論でなければならない」

ＳＳＱ：構造史とは？

構造の概念

事件史

構造史

短期的に激しく変動する出来事を記述する
Ex)戦争、政変、革命

長期にわたって持続する要素をとらえる
Ex)社会制度、経済の仕組み、文化



構造史

Ａ～Ｅ（前近代史）：諸文明の通時構造
Ｆ・Ｇ（近現代史）：世界の共時構造

それぞれの構造に着目し、その歴史的特質
をとらえれば、限られた授業時間内での学
習が可能となる。
Ａ～Ｅであれば現代的視野からの考察、自文化との比較が可能
Ｆ・Ｇであればグローバルな視野、多角的な視点の獲得が可能

理論の選択はあくまで教育内容づくりの緒



ＳＱ４：理論の教育的加工の方法とは？
理論に関する学問研究の成果の中から教育内容とし
て必要な理論を確定し組織化していく作業が必要

①選択した理論の体系的把握

・最先端の研究を参照
・可能な限り研究者の論理に即した理論の構造化
・理論の全体、あるいは主要部分を構造図に表す
→全体像の把握

図１参照

注１８から原田氏は体系化のために研究所３冊+百科事典を用いている



②事例の論理の選択
理論をそのまま教授すること

→具体的事例をもとに
生徒自身によって吟味・習得される必要

価値注入

事例の一般的条件

①事例の分析を通して理論を発見・創造、
吟味・検証する手掛かりとなるもの

②事例は生徒の読解可能な具体的資料を伴うもの

以上の条件をもとにカースト制度の事例を考察



Ｐ５９枠内参照

１、学問的に重要な内容であっても
適切な事例を書く場合は理論を削除する

表中③カースト制度の成立
２、優れた事例があれば、

それに応じて理論体系を組み替える
表中②カースト制度の支柱、豊富な事例

３、生徒の事例理解が可能であり、
発見・吟味ができるもの





③生徒の探究の論理に従う

Ｑ：生徒の探究の論理とはどのようなものか？
一般的には・・・

・「なぜ」型の問い
→推論による説明に理論の発見や検証の手掛かりが得られる

・理論に関する事実認識を確実にする

理論の体系化にみられる歴史研究者の探究の論理
（ｐ６０）をもとにさらに生徒の探究の論理を検討



探究の論理から規定される理論の条件

カースト制度
における

１、理論は「なぜ」という問いを中心に再構成されるべき
①～③ともに「なぜ」型の問いは見られない

→「なぜカースト制度はなくならないのか」
２、理論は単元全体の自然な探求の論理に従って構造化されるべき

自然な探求の論理にするため全体の論理を組み替える
②と③の順序を入れ替える

３、理論はより具体的な問いに対応して命題化されるべき
×「カースト制度を支えているものは何か」抽象的
×「なぜカースト制度はなくならないのか」歴史的視野にかける
→「なぜカースト制度は２０００年もの長期にわたって存続してきたのか」



理論命題の確定と単元構成
理論を単元の到達目標として位置づけるには、命題の形で
構造化することが必要→知識の構造

理論

説明的知識（一般性）

説明的知識（個別性）

Ｐ６１枠内参照

単元はこれらの知識
を生徒が批判的に学
習していく過程とし
て構成されなければ
ならない



階
層
的
な
知
識
構
造



おわりに
教師は自分で授業を作るしかない。
→現実に可能な範囲で、より弁護のできる

教育内容を自ら決めていかざるを得ない
原理

学問的理論体系を事例と探究の論理に
よって吟味し、教育内容としての理論
に再構成していくというものである。



重要センテンス
○生徒の歴史認識をより開かれたものにするためには、教師は自ら選
択した理論を明示し、その妥当性を生徒自身に批判的に吟味・検証さ
せる過程として、授業を組織しなければならない。
○前近代史に関しては文明固有の中範囲理論が、また近現代史に関し
ては国際関係の中範囲理論が、教育内容として最も有効であろう。
○「教育内容としての歴史理論は、基本的に構造史の理論でなければ
ならない」
○生徒の既有の認識を揺さぶり、知的好奇心を刺激して探究を促すよ
うな事例が求められるのである。
○理論を単元の到達目標として位置づけるには、命題の形で構造化す
ることが必要である。
○単元はこれらの知識（知識の構造）を生徒が批判的に学習していく
過程として構成されねばならない。
○学問的理論体系を事例と探究の論理によって吟味し、教育内容とし
ての理論に再構成していくというものである。
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